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モンゴル語のなぞなぞに見られる  

リズム構造  

一否定接辞に着目したリズム分析から州  

清沢紫織†  

キーワード：ことばのリズム構造、柏、言語音の認知、  

記述言語学、パルス  

1言語におけるリズムとは何か   

そもそもリズムとは、  

等時的に継起する刺激  

と、定義することができる。ある連続した言語音を、我々にリズミカルな  

ものとして知覚させるのは、音声刺激の周期的な出現であるといえるだろ  

う。言語におけるリズムについては、日本においては近藤鏡二郎、河野守  

夫、林安紀子らによる研究が存在する。また、辞典類の記述としては、城  

生倍太郎（1980）などがある。しかし、ここでは言語におけるリズムを定  

義する前に、ひとまず音楽におけるリズムの定義から検討することにした  

い。   

音楽、とりわけ西洋音楽において出された多くのリズム論の中で、今日  

最も頻繁に各国の音楽事典で言及されているのは、20世紀後半に出され  

たグロヴナー・クーパー （Cooper，αosvenorW）とレナード・マイヤー  

†筑波大学人文学類生   
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（Meyer，LeonardB．）による理論である。クーパー とマイヤーは、パルス、  

拍、拍子、リズムを区別して定義している。   

まず、「パルスp山se」は時計の刻みのように規則的に生起し、連続する  

正確に等しい刺激をいう。このパルスが相対的な強弱を持ったとき、それ  

らは「拍beat」と定義される。ここでいう強弱とは、ある拍が他の拍より  

心理的・物理的に日立つことである。クーパー とマイヤーは、目立っ柏を  

「強拍」、目立たない拍を「弱拍」と呼んでいる。この強柏が周期的に現  

れ、二つの強相聞に含まれる拍の数が一定となったとき生まれるのが「拍  

子meter」である。ただし拍子が生まれても、リズムは生まれない。クー  

パーとマイヤーの理論では、リズムは弱拍が強拍を中心にグルーピングさ  

れたときに生まれるとされている。このグルーピングされたものが、さら  

にグルーピングされてより大きなリズムの単位を生むこともある。   

さて、このクーパーとマイヤーのリズム理論を踏まえつつ、言語におけ  

るリズムを考えてみたい。音楽とは違って、言語音は常に時間軸に沿って  

ダイナミックに変化し続けるものであるため、上記のパルスのような規則  

性の高い単位を設けることは困難である。   

そこで、ここに「パルス」を新しく言語のリズム分析における最小単位  

として、再定義する。ここでいう最小単位とは、  

連続した言語音を聴取した際に、これ以上には分かちがたいと聴  

取者が主観的に感じる心理的な1音  

を指す。具体的には日本語母語話者である我々の場合、言語音を聴取した  

ときにカナ文字化によって抽象化した、カナ1文字に相当するものを1音、  

1パルスと定義する。ここで注意したいのはこのカナ文字化は、原則とし  

てきこえに立脚したものであるべきだという点である。   

文字表記では、リズムの表記が確立されていないため、文字表記に立脚  

したカナ文字化では、その言語音のリズムの実態に迫ることは不可能であ  

ると考えられる。また、言語におけるリズムの口伝性を尊重するという点  

でも、聞こえを重視していきたい。さらにパルスをもとに定義される「拍」  

の強弱、リズムを作り出すグルーピングに関しても、聴取者の主観的な基  

準を採用したいと思う。なぜなら、そもそも音響データから確認される物   
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理量と、我々の認知量とは1対1対応をしないのが常であるため、言語音  

の認知に迫るためには聴取者の主観的基準を積極的に取り入れていく必  

要があると強く感じるためである。   

なお、「聴取者の主観的基準」という表現に抵抗を覚える人たちには、  

「聴覚情報処理系の営みに基づく認知音声学的基準」と言い換えておく。  

之 モンゴル語のなぞなぞにおけるリズムの重要性   

それではなぜ今回モンゴル語のなぞなぞの分析にあたって、そのリズム  

的側面に注目したのか。元々、モンゴルでは詩などの言語芸術は、語りに  

よって、つまり口頭伝承によって存在し、文字との関わりが希薄であった。  

田中克彦（1976：129）がいうように、  

文字への依存度が低ければ低いほど、耳への訴えを重んずる、韻  

律や音楽性に富んだ口頭表現が発達した。ことわざ、なぞなぞ、  

祈願文、讃歌などが生活に占める比重は大きく、折にふれてそれ  

を適切に用いることが、人々にとって大切な言語的教養になって  

いる。  

ということである。   

そのような常套的な言語運用は、日常生活の様々な場面で観察されうる。  

例えば、住居に用いるためのフェルトを作るために羊毛を叩いているとこ  

ろを見れば「棒は筋のように強く、羊毛は絹のように美しくなってくれま  

すように」と言い、乳を搾っている人を見れば「家畜は柵に満ち、乳は桶  

からあふれますように」と声をかけるのである（右allP肝）刀1978：3）。これ  

はモンゴルにおける言語芸術が、如何に口頭表現的な有様を呈すのかを示  

してくれるよい例である。   

なぞなぞを含む、こういったモンゴル語の言語・芸術が、脈々と口承によ  

って伝わってきたことの背景として、その響きが人々の耳に残りやすいも  

のであったのだろうということは想像に難くない。私は、その記憶に残り  

やすい響きをなぞなぞに付与したものとして、リズムが大きな位置を占め  

たのではないかと考えた。なぜなら、リズムは音声言語における時間構造   
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の骨格を成すものだからである。このリズムを分析することで、モンゴル  

語の言語芸術に関して何らかの構造を見出したい。  

3 分析方法   

今回は、なぞなぞにリズミカルさを感じさせる等時的な音声刺激として、  

否定接辞一叩鋸こ注目することとした。全部で50題あるなぞなぞの資料か  

ら、この否定接辞一叩羨を2回以上含む（否定接辞一叩羞が周期的に継起す  

る）なぞなぞを対象として選び、分析を行った。以下になぞなぞの実際の  

分析力法を示す。  

〈手順〉  

①音源を再生し、繰り返し聞きながら音声データをカタカナで記述  

する。この際、文字資料は見ない。  

②改行の場所を確かめるためと、どうしても聴取しきれず判断に迷  

う音声があった場合のみ、文字資料を参考にする拾  

③カタカナ化によって得られたパルスを、「強拍」と「弱拍」に分け  

る。  

④強拍を中心としたグルーピングを行い、リズムを措定する。 

なお、分析に用いた資料は、城生イ百太郎（2001）に収められている100種  

の「なぞなぞ」のうちから、上述した基準に照らして取捨選択したもので  

ある。なお、音声は、モンゴル人のネイティヴ・スピ｝カーによる録こ紆を  

使用した1。   

ー2008年度開講の、城生信太郎教授担当による「記述露語学」♂J授凝で配布されたCDに  

よる。   
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4 分析結果   

以下に、分析結果を示す。ただし、カタカナ化および拍の種類に関して  

は、  

1．原則として、文字資料には依存しない記述を目指すので、語と  

語の切れ目は考えない。  

2．「イー」「テー」などの長音、「タッ」「ジッ」などの詰め音、「ト  

ウ」「シイ」などの音は全て1晋、すなわち1パルスとして扱う。  

3．強拍を●、弱拍を・によって表す。  

4．その結果に「グルーピング」を施し、フレームに入れて囲んで  

見やすくする。  

などとする。また、冒頭に付してある番号は、城生信太郎（2001）におけ  

る整理番号を示す。  

No．1  

＊カタカナ雌重婚  

エングイーフ  

●・・● ・  

テングイクフ  

●・●・●・   
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＊グルーピング  

●    ●   

ト ●●  

No．2  

＊カタ棚担  

トーチパルフコイノトウフテー   

● ・●・・●・・● ・●  

トーチパルフコイトロンテー   

● ・●・・●・●・・●  

＊グルーピング   

● ●  ● ●  ●   
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No．3  

＊カ旦カナ化と弓垂担／翠担  

ジントルツァフクイ   

●・●・● ・●・  

チチフソルトウヌフクイ   

・●・●・● ・・●・  

＊グルーピング  

巨剖吏］匡］桓コ  

●    ●    ●      ●  

No．4  

＊カタカナ化と強拍／弱拍  

アーウインソンミクトーチパルタックイ   

● ● ・●・●・● ・●・● ●・  

エ｝チンホンジルイフィチパルタックイ   

● ●・●・●・●・・・●・● ●・  
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＊グルーピング  

●  ●    ●    ●    ●    ●    ●  ●  

●  ●    ●   ●    ●       ●   ●  ●  

No．8  

＊カ㈱琴拍  

アーウインテキテグアルタチパルタックイ   

● ・・●・●・●・・・●・● ●・  

エーチンテキティグイフィチパルタックイ   

● ・・●・●・●・・・●・● ●・  

＊グルーピング  

●   ●  仁！＋二∴∴」…匡］軋巨コ  直ニコ  

直コ…卜1…匡：］画匡］   



243   言語学論叢特別号（2009）  

No．11  

＊カタカナ化と強拍／畢担   

ホフクウーべ－ チアフタク  

●・●  ● ・●・●・  

ヌトウクーペー チオイヒタク  

・● ● ● ・●・・●・  

＊グルーピング  

E互回●直：］恒：：＝：：］［q  

No．13  

＊カタカナ壁と強手配車担  

ホウンヒトナートルクイ   

●・・＝ ●・●・  

ホンチルヒトツァフクイ   

●・●・●・● ・●・  

コオルリキヒトウウステー   

● ・・●・● ●・●  
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オオスキヒトウムフルフテー   

● ・●・● ・● ・●  

＊グルーピング  

●      ●    ●  ●    ●  

●       ●    ●    ●    ●  

No．14  

＊カタカナ化と強拍／弱拍   

カーフトウシヤテットウクイ  

● ・・  ● ・・ ●・  

オスンデチブトウクイ  

・●・・●・・ ●・   
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＊グルーピング  

●       ●      ●  

●       ●      ●  

No．15  

＊カタカナ化と強拍／弱拍  

グイングインシャラフチン  

●・・●・・● ・●・・  

グーツェツトクイシヤラフチン  

● ・・・●・● ・●・・  

ベーンべ－ ンシヤラフチン  

● ・● ・● ・●・・  

ベルジットクイシヤラフチン  

●・・・●・● ・●・・  

＊グルーピング  

●          ●     ●    ●  
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直コ巨コ直コ直二］…  

●         ●     ●    ●  

5 考察   

まず、分析を行ったほとんどのなぞなぞ桝0．1以外）に共通していえる  

のが、同一のなぞなぞ内では－．段ごとの強拍の数がそろっているというこ  

とである。つまり、強柏を中心としてグルーピングされるリズム単位の数  

が、揃っていることになる。ここから、今回音楽の分野から援用を紙みた  

クーパーとマイヤーのリズム論は、リズムの最小単位である「パルス」の  

定義づけの仕方で応用が可能であるといえるかもしれないことがわかっ  

てきた。   

No．1，No．3，No．13のなぞなぞには、強拍と弱拍が一定の間隔で繰り返さ  

れる段がみられ拍子が発生していると解釈できる。他の段も、変相子とい  

う概念を念頭におけば、拍子が発生しているといえるかもしれない。   

また、それぞれのなぞなぞは、おおむね段と段でリズムの対称性がとれ  

ている。弱拍の数や、リズム単位内での強柏のタイミングに小さなプレは  

あるが、全体としては強拍を核としたリズム単位が段と段で揃っており、  

割に整然とした構造を我々に提示してくれている。ちなみに、4段のなぞ  

なぞは、奇数段にみられるリズムパタンと偶数段にみられるリズムパタン  

の、ふたっのリズムパタンの組み合わせから成っている。  

6 将来の展望   

今後のこの分析の課題は、なんと言っても「パルス」の定義だろう。現  

段階では、聴取者の主観的基準に最大限依拠しているが、これを何とか一  

般性の高い基準へ敷節していくことが、方法論の確立には不可欠であると   
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考えられる。  

【参照文献】  

Cooper，GW；Meyer，L．B．（1960）TherhythmicstnLCtu柁qfmusit・．Chicago：  

TTleUniversityofChicagoPress．（徳丸吉彦・北川純子訳『新訳 音楽  

のリズム構造』音楽の友社、2001）  

河野守夫（1986）「リズム論序説」、『音声学全会報』第182号：17－20．全日  

本音声学者綜合学会  

近藤鏡二郎（1966）「言語リズムの表記法と分析」『音声の研究』12：254－267．  

日本音声学会  

近藤鏡二郎（1969）「言語リズムの分析と教育方法」『音声学会会報』第131  

号：7－1l．全日本音声学者綜合学会  

城生信太郎（1980）「リズム」『国語学大辞典』東京堂出版  

田中克彦（1976）「英雄叙事詩のイデオロギー」『朝日アジアレビュー』1976  

夏号：128－133．朝日新聞社  

徳丸吉彦（2007）「リズムと時間梼造」、（笠原潔ノ徳丸吉彦『音楽理論の  

基礎』：135－146．）放送大学教材  

中川真（1989）「モンゴル音楽」（岩波講座『日本の音楽アジアの音楽』  

別巻Ⅰ手引きと資料Ⅰ：223－234．）、岩波書店  

林安紀子（2003）「乳児における言語のリズム構造の知覚と獲得」『音声研  

究』第7巻第2号（音声学会会報第233号）：29－34．日本 

石aTl13HnJl（1978）MoHrOJIAp6hIHnyyElもI取Xa鎮EryyJ13X払Ⅰ，1978．国際交  

流基金主催のAsianTraditionalPerfbrming血舶1978のセミナーにお  

ける配布資料（Batzengel，1978，MongoIArdiinDuuniTuxaiEguulex  

Ni）   


	0235.tif
	0236.tif
	0237.tif
	0238.tif
	0239.tif
	0240.tif
	0241.tif
	0242.tif
	0243.tif
	0244.tif
	0245.tif
	0246.tif
	0247.tif

